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～弥生時代の吉備を代表する大型墳丘墓～

★充実の現地説明板
「ふーん、ほんとだ。石が楯のように立ってる！」
だけではもったいない！ 是非この遺跡の凄さ、
不思議さを説明板で味わってください

★立石
尋常ならざる立石にこめた弥生人の「思い」
を考えてみて！

★旋帯文石
収蔵庫の「のぞき窓」からご神体の「旋帯文石」を
見ることができます。 この文様にこめられた
弥生人の「情念」を想像してみてください！
破砕された状態で発掘された弧帯文石との関係も！

１．おすすめポイント

（注）「旋帯文石」は文化庁により名づけられた。文としては旋帯、弧帯とも同じものを指す

※レプリカではなく「本物」です！
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２．現地の説明板

駐車場にある説明板

説
明
文
部
拡
大

地
図
部
拡
大

2021.8
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遺跡手前の休憩所にある説明板

説
明
板
（
左
）
拡
大

説
明
板
（
中
）
拡
大

2021.8
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説
明
板
（
右
）
拡
大

説
明
板
（
中
）
右
上
図
拡
大

「旋帯文石」収蔵庫

2021.8

2021.8※給水塔は撤去されて
今はありません
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説
明
板
右
上
写
真
拡
大

▼遺跡に隣接する収蔵庫
▼収蔵庫両側面の縦長のぞき窓
から見える「旋帯文石」
※レプリカではなく「本物」です！

▲収蔵庫そばの説明板

▼説明板拡大

2021.2
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以下、本遺跡の特徴、意義を「宇垣 匡雅．楯築遺跡（新日
本の遺跡4）．同成社，2024，124p.」より部分引用させて頂
きます。
この遺跡の「凄さ」を感じ取ってください！

・遺跡が築かれたのは弥生時代後期後葉（２世紀後半）
最初の前方後円墳が築かれるより100年近く前

・大柱＜推定高さ10ｍレベル＞は九州で発達した墓の
付属施設（九州以外でこれが設けられたのは本遺跡のみ）

・埋葬施設を挟むように木柱が２本

・南西突出部には中心埋葬に次ぐ規模の埋葬が所在
（方形部も埋葬の場として重要な位置づけ）
⇒古墳の前方部の原形となったと考えられる

・中心埋葬の上には円礫堆が作られていた
円礫堆に含まれる遺物は葬送の祭祀に用いられた器財
二度と使われないよう焼いたり割られたりしている

・木槨は中国で成立、発展した埋葬施設
木棺に敷かれた朱は被葬者の頭部で最大厚さ８ｃｍ、用
いられた朱の量は32kg、後の古墳での大量使用例を含めて
も屈指の量

・木槨の被葬者頭部側の外側には排水溝が設けられている。
⇒木槨、排水溝など大陸由来の埋葬施設は倭国で初現

２追．現地の説明板（捕捉）
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・弥生墳墓として土器出土量は全国一レベル
（土器を置く清浄な面として円礫が敷かれた）
墳頂ではうかつに歩くと土器を踏みつぶしかねない状況、
墳丘斜面にも後の円筒埴輪列を思わせるような土器の
ベルトがめぐっていた。 ⇒空前の規模のまつり

葬送の思想
・旋帯文石の顔は神の顔であり、神が宿るもの、神の依代
として作られた

・大柱など柱群は神に来てもらうための施設
・死後「たましい」は魂と魄に分かれ、魂は天に帰し魄は
地に帰す（古代中国の思想）。魄は地中の木槨内にとど
まり、魂は神となって旋帯文石に宿ると念じられたので
はないか

遺跡の諸要素
【それまで吉備でつちかわれたもの】
・特殊器台や特殊壺 ⇒ 古墳の要素として引き継がれる
・弧帯文（旋帯文）
・斜面の列石

【他地域から導入されたもの】
・木槨（大陸から）
・大柱（北部九州から）
・墳丘の丸い平面形（播磨あるいは摂津地域から）

【新たに創出されたもの】
・大きく立体的な墳丘を築き、「見せる」要素
・円礫敷と立石

以上、「宇垣 匡雅．楯築遺跡（新日本の遺跡4）．同成社，2024，124p.」
より部分引用
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３．現地写真

１

２

３

４

５

１

２ ３

４
５

中心埋葬

木柱

木柱

大柱

立石１～４で囲まれるエリアには木造の建物があったようです（※）

中心埋葬と木柱、大柱の位置概略（※） ※「宇垣 匡雅．楯築遺跡（新日本の遺跡4）．同成社，2024，
124p.」の内容をもとにイメージ作図

2020.8

2020.8
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2021.2

2021.2

2021.2

立石２ 立石１
墳頂部

立石３

斜面立石
▼立石４ ▼立石１ ▼立石２▼立石３

北東突出部の名残
の列石
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４．「鳥の目」で

北方を望む

楯築遺跡

鯉喰神社（弥生式墳丘墓）

楯築遺跡

鯉喰神社（弥生式墳丘墓）

給水塔は撤去されて
今はありません

2021.2
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南方を望む

楯築遺跡

１

2

３

４

５中心埋葬

木柱

木柱

大柱

建物

立石の配置、施設の配置

当時は南方近くまで海岸線が迫っていた。遠方の早島丘陵は完全な「島」だった。
東・北・西からは墓が良く見えたはず

2020.5

2021.2
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※「宇垣 匡雅．楯築遺跡（新日本の遺跡4）．同成社，2024，
124p.」の内容をもとにイメージ作図
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５．旋帯文石

現
地
説
明
板
右
上
写
真

忘れられたこともあったかもしれませんが、こうして
2000年近く「ゆかりの地」で地元の方々に大切に守り継
がれてきたことは尊く、奇跡のように感じます。

※ 下図 「宇垣 匡雅．楯築遺跡（新日本の遺跡4）．同成社，2024，124p. 」より引用
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後楽園に隣接する岡山県立博物館では下写真のように旋帯文石
のレプリカを常設展示しており、じっくり観察することができ
ます。驚きの文様に秘められた情念を想像してみてください。

顔に対して左側面

顔に対して右後方（反対面）

顔の表現

2025.4
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５追．旋帯文石（捕捉）

～旋帯文（弧帯文）石の不思議～

顔（神の顔？）の表現を
持つ旋帯文石はそのままの
姿で後世に伝わり
焼き砕かれた小ぶりな
弧帯文石は土に埋もれ
現世に発掘された。

この２つの石の使い分けには
どのような情念が働いたのだろう？

現
地
説
明
板
右
上
写
真

水銀朱

木棺

木槨

出土した弧帯文石

（現地説明板より写真⑫）

焼き砕かれていた
大きさは旋帯文石の1/9程度。
旋帯文石と同様の文様が施さ
れている。

ご神体として守られてきた旋帯文石

関係は？
どのような
情念で？

円礫堆

・円礫
・破砕された弧帯文石
・土器片、土製品片
・鉄器
・モモなどの種子炭化物
・サヌカイト片時が経ち、朽ち果て

た木槨、木棺の空間
に円礫堆が陥没して
土に埋もれた状態
で発掘された

（注）「旋帯文石」は文化庁により名づけられた。
文としては旋帯、弧帯とも同じものを指す
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※「宇垣 匡雅．楯築遺跡（新日本の遺跡4）．同成社，
2024，124p.」の内容をもとにイメージ作図

地面
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破砕された状態で出土した弧帯文石

（現地説明板より写真⑫）
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※ 下図 「宇垣 匡雅．楯築遺跡（新日本の遺跡4）．同成社，2024，124p. 」より引用

左写真では半ば復元されています
が、参考文献１によると葬祭時に
焼き砕かれ、前頁のように木棺の
上の位置に他の物と一緒に小山の
ように盛られていたようです。
復元には大変なご苦労があったと
のこと。
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●西谷３号墳に関する展示

●「出雲の弥生ムラ」に関する展示

「吉備から運ばれた特殊土器」
「よつがね」ムラ（矢野遺跡）は大型特殊器台を出土する唯一のムラ

吉備から運ばれた葬儀用土器

「出雲弥生の森博物館」展示 2023.8

断面が▲形の穴は旋帯
文（弧帯文）石と同じ
意匠です。
土器では珍しい？

・吉備から特殊土器が運ばれ、おそら
くまつりにも参列したのでしょう

・柱を立てることや、木棺の上の位置に
石や礫を置くことなどの意図は楯築
と通じるものがあるのかもしれません

６．（参考）出雲と吉備の交流

出雲と吉備の密接な交流が
伺われます
（楯築との直接的な関係は不明です）

「4本の柱」は諏訪大社の「御柱」と関係があるのでしょうか？
古事記の「国譲り」で建御名方は諏訪に逃げたことになっています
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※写真にて引用 青字以外は管理人が記述
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７．アクセス

JR吉備津駅、備中高松駅 どちらからも車で約15分くらいです

駐車場もあります
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